
次代を担う子どもの
育成に向けて

京都府南丹市教育委員会



報告の概要

・京都府南丹市の概要

・小学校再編

・地域とともにある学校づくり

・今後の展望



南丹市の概要

• 京都府中央部

• 面積：616.4㎢

• 人口： 32,288人

(2018年1月1日現在)

(2006年南丹市発足時 36,402人) 

(-4,114人)

合併当時
小学校17校
中学校4校



○平成２２年

「小学校の現状については校長等からよく意見
を聴き取りたい。」

市校長会、市教頭会、市教務主任会を組織化
→３組織に小学校の現状をどうとらえているか

（教育長諮問）

３組織から、現状改善すべきとの答申

６月議会

１２月

未来を見据えた
教育環境整備

７月



○平成２３年

「南丹市教育の在り方懇話会」
「学校教育環境整備等検討委員会」
「中学校給食在り方検討委員会」の立ち上げ

※小学校再編と中学校給食を並行して審議、検討

南丹市政懇談会（市内１２会場）
・教育長からは検討委員会の検討状況報告
・２組織の検討中間まとめをパブコメへ

６月

１０月～１１月

未来を見据えた
教育環境整備



２月 ・「教育環境整備等検討委員会」
「給食在り方検討委員会」からの答申

・定例教育委員会報告 並びに
「小学校再編、中学校給食の方向性」を議論

３月 小学校再編並びに中学校給食実施方針を議会表明
・豊かに学べる学級集団の確保を
・豊かに食を味わう中学校給食の実施を

○平成２４年

小学校再編



○平成２４年

「対象１５小学校総てが閉校、新たにスター
トする学校の校章、校歌はすべて新たなもの
に、卒業証書も第１番から」

市内１５校ＰＴＡへ基本構想説明

南丹市政懇談会（市内１２会場）で計画説明

６月議会

１０月～１１月

７月～ ８月

小学校再編



２月～ ３月

○平成２５年

５月

住民説明会の開催（１５会場）

定例教育委員会で最終再編計画を決定

学校設置条例の一部改正議案を可決６月議会

小学校再編



○平成２６年

園部・八木地域 再編４校の「校歌校章制定
委員会」検討
再編４校 校歌・校章の決定

園部・八木地域１０校の閉校記念式典 開催

再編４校 開校

４月

１１月

３月
○平成２７年

４月

小学校再編



○平成２７年

美山小学校「校歌・校章制定委員会」検討

美山小学校校歌・校章の決定

美山地域５校の閉校記念式典 開催

美山小学校 開校

４月

１０月

３月
○平成２８年

４月

小学校再編



教育環境の整備
(ソフト面の整備)

・次代を見据えた教育の導入
・教員の指導力向上
・再編後新たな校区と学校の関係構築
→「地域とともにある学校づくり」へ

↓

文部科学省事業等の活用

小学校再編と並行して



文科省事業の活用

・コミュニティ・スクール導入等促進事業
・外国語教育強化地域拠点事業
・先導的実践研究加配制度
・学校現場における業務改善加速事業
・首長部局との協働による新たな学校モデル構築事業
・少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業
・学校以外の場における教育機会の確保等に関する調査研究
・学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援実践研究
・小・中学校等における起業体験推進事業
・障害者理解（心のバリアフリー）の推進事業

(平成28.29.30年度 南丹市における文科省事業)

小学校再編と並行して



●再編後の新たな校区と
学校の関係構築

コミュニティ・スクール導入等促進事業
(全7小学校)

小学校再編と並行して

コミュニティ・スクール
の導入



○研修会の開催
・CSマイスター(森谷正孝氏,大山賢一氏)
・近江正隆氏(株式会社ノースプロダクション)
・上田真弓氏(兵庫教育大学准教授)
・木村直人前参事官
○市内各小中学校ともに、年間数回の熟議開催を支援
○コミュニティ・スクール推進連絡会を開催

→「地域とともにある学校づくり」へ

小学校再編と並行して

コミュニティ・スクール
の導入



「地域とともにある学校づくり」

・少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業
(美山小学校)



鶴ケ岡

知井

平屋

大野

宮島

美山小学校

合併時の人口 5,209人
H30.9.1現在 3,830人

(- 1,379人)

「地域とともにある学校づくり」



地域社会と目標を共有

保護者、地域の願いや思いを
反映した学校教育の推進

地域みんなで美山の
子どもたちの未来を
考えるワークショップ

「地域とともにある学校づくり」



熟議の
テーマ

第1回
H29.3

「美山の子供たちにどう
育ってほしいか」

第2回
H29.5

「子供のよさをとらえて地
域と学校で一緒に取り組め
ることを考える」

第3回
H29.9

「さらに伸ばしたい力をつ
けるために具体的な方策を
考える」

第4回
H30.2

「子供に学ばせたい美山の
ことを考える」

第5回
H30.10

「美山の子供たちにどんな社
会人になってほしいか」

「地域とともにある学校づくり」



＜美山学とは＞

地域との連携・協働
による教育活動

☆地域の教育資源｢人･もの･自然･文化･歴史｣
を取り入れる

☆特定の教科・領域からなるものではない
☆教科横断的な視点（カリキュラム･マネジメント）
☆地域への働きかけ（相互利益の関係）

「地域とともにある学校づくり」



• 美山の教育資源のリスト化（地域とともに）

• 既存の学習計画と美山の教育資源との関連付け

• 地域の願いや思いを反映した教育課程の編成と実施

「地域とともにある学校づくり」



こだ
ま

わくわく美山 美山町について知ろう

１ 年 みやまのことをいっぱいしろう！みつけよう！

２ 年 美山のすてきを大はっ見

３ 年 美山のお宝発見！～自然･伝統芸能･特産品～

４ 年 美山・笑顔まごころおとどけし隊

５ 年 ギョ ギョ ギョ ギョ 「美山のステキ 再見！」

６ 年
Heat up!美山

～美山を熱くしてきた歴史・熱くする人・熱くして
いく私～

「地域とともにある学校づくり」



「地域とともにある学校づくり」



第２回熟議にて・・・

明日からいよいよ
修学旅行に出発！
外国人インタビュー
活動のおみやげに
こんなシールをあげ
ようかと思うんで

す。

それはいいですね
え。

おもしろそう・・・

すてきなシールや
ね。

地場産品に貼って出
荷したら喜ばれるか
もしれないですね！

うちでつくってい
る野菜に貼っても
いいですよ！

「地域とともにある学校づくり」



「地域とともにある学校づくり」



•児童が地域の方の思いや願いを聞き、受け止めた上で、自分
たちに何ができるかを考え、実行する力を付けた。

•地域との関わりを通して、コミュニケーション力が高まり、
地域に喜んでいただいたことで、自己有用感が高まった。

•地域の方々が子供たちの活動に刺激を受け、イベントなどで
シールを活用したり、美山外での広報にポスターを活用した
り、地域との協働性が高まった。

•学校教育と離れたところで、地域の大人とともに事業を継続
し、自分たちの地域を何とかしていきたいという強い思いを
持つことができた。

「地域とともにある学校づくり」



0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成28年度（本校）

（全国）

平成29年度（本校）

（全国）

平成30年度（本校）

（全国）

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

研究成果の一例

美山小6年（H29)

「地域とともにある学校づくり」

全国学力・学習状況調査 質問紙
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平成28年度（現中３）

（京都府）

平成29年度（現中２）

（京都府）

平成30年度（現中１）

（京都府）

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

京都府学力診断テスト 質問紙

「地域とともにある学校づくり」

研究成果の一例

美山中１年（H30)



•サテライト教室
•美山ホームステイ事業
•Ｗｅｂを介した遠隔合同学習
•防災行政無線の教育利用
•地域連携コーディネーターの活躍

※美山アプリ

「地域とともにある学校づくり」



•旧校舎を活用した地域学習

•各地区の教育資源を有効に活用し、地域の方
も、ともに学ぶ機会を提供

•昨年度までに、「知井」「大野」「宮島」
「平屋」地区で実施、今年度は、「鶴ケ岡」
地区で実施

「地域とともにある学校づくり」

児童は 地域は



鶴ケ岡 鯖街道 平屋 大内かぶら 宮島 城山

知井 かやぶき民家 大野 大野ダム

地域の方も聴講に

「地域とともにある学校づくり」



•５年生児童が２～３人の班に分かれて、美
山町各地区の一般家庭に１泊２日の日程で
ホームステイし、農業体験や地域の伝承に
ついて学ぶ。

児童は 地域は

「地域とともにある学校づくり」



「地域とともにある学校づくり」



昨年、美山小学校の５年生のホームステイにかかわらせていただ
きました宮島地区下吉田の○○と申します。

あれから一年。２ヶ月に一度ぐらい２人で遊びに来てくれました。お
便りの交換は度々とりかわしました。今年の夏休みの最終日には、
一泊の計画を２人で立て、私共と交渉して、無事実施することがで
きました。

二人の計画に便乗して、下吉田の支え合いサロン(高齢者の集
い）に参加してもらいました。常々、私共が２人とおつき合いして楽し
い時をすごさせてもらっていたことを集落のサロンの皆にもおすそ分け
したいと思っていましたので、たずねてみたら２人がこころよく引き受け
てくれました。

「地域とともにある学校づくり」



午前中 うちわ作り サロンのメンバーも

～中略～

（二日目）午後になると、「あと何時間や」とか２人がこそこそ話して
いましたが…「□□□さん、２時までと言っていたけど、３時までいて
もいいですか？」と、親御さんと相談して、１時間延長を許されまし
た。

～中略～

２人と久しぶりに一泊二日ですごして、一年間の成長ぶりに感心し
ました。大人に対する言葉づかいは(無理なく）丁寧でした。重い物
を運ぶ時、危ないところを歩く時、その他小さな気づかい(心づか
い）ができていました。(無理してる風でなく）

ホームステイの取り組みのおかげで二人の子どもさんに出逢えたこ
と、たくさんの元気をいただけた事に心から感謝してお礼申し上げま
す。ありがとうございました。

「地域とともにある学校づくり」



「地域とともにある学校づくり」

児童は



「地域とともにある学校づくり」



「美山学」に関する授
業をするとき、児童が
呼びかける形で事前に
地域に知らせる。

小学校がなくなった地
域では「子どものかわ
いい声が聞こえる」、
「今度様子を見に行っ
てみようかな」等好評
を得ている

「地域とともにある学校づくり」



•昨年度より「地域連携コーディネーター」を配置

•美山学講師、見学先の紹介、日程調整

•美山学校外学習、美山学講師の記録

•美山学だよりの編集

•ホームページでの情報発信

•新たなつながりの提案 美山アプリ

「地域とともにある学校づくり」



※美山アプリ

• 学校･保育所だけでなく、スポーツ少年団、緑の少年団、5地区
の振興会の予定などをリアルタイムで情報共有するアプリ

※デンソー株式会社の協力による、京都府・南丹市の協働事業

「地域とともにある学校づくり」





今後の展望

•美山小の実践をモデルに

•中学校ブロック毎の学校運営協議会の設置

•地域学校協働本部の充実と連携

•市長部局との連携



ぜひ南丹市にお越しください！


